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遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
、
奈
良
時
代
、

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
左
京
四
条
二
坊

一
坪
に
あ
た
る
。

中
世

・
近
世

左
京
四
条
二
坊
は
平
城
宮
に
も

ほ
ど
近
く
、
東
半
八
町
は
藤
原

仲
麻
呂
の
田
村
第
と
推
定
さ
れ
、

ま
た
市
原
王
の
居
住
も
知
ら
れ

る
な
ど
、
位
階
の
高
い
人
物
の

宅
地
と
想
定
さ
れ
る
場
所
で
あ

る
。
今
回
の
調
査
は
社
屋
建
設

に
伴
う
も
の
で
、
調
査
面
積
は

約
六
五
〇
ポ
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
地
表
下
三
〇

奈
亭

平
城

京
跡

②

所
在
地
　
　
　
奈
良
市
四
条
大
路

一
丁
目

調
査
期
間
　
　
第

一
五

一
十

一
次
調
査
　
一
九
人
三
年

（昭
５８
）
三
月
～

二
月

発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

調
査
担
当
者
　
代
表
　
岡
田
英
男

遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

～
三
〇
釦
で
奈
良
時
代
の
遺
構
面
を
確
認
し
、
多
数
の
柱
穴

・
土
坑

。
井
戸
な

ど
を
検
出
し
た
。
遺
構
は
、
奈
良
時
代
前
期
、
中
期
、
後
期
で
様
相
を
異
に
す

る
。
前
期
に
は
、
坪
は
南
北
に
四
分
さ
れ
、
各
敷
地
に
小
規
模
の
建
物
が
あ
っ

た
が
、
中
期
に
は

一
坪
占
地
の
宅
地
と
な
り
、
坪
の
中
心
に
大
規
模
建
物
を
整

然
と
配
置
す
る
よ
う
に
な
る
。
中
で
も
中
心
建
物
Ｓ
Ｂ
二
六

一
〇
は
、
南
北
両

面
に
廂
を
も
ち
、
桁
行
七
間
梁
行
四
間
、
柱
間

一
一
尺
等
間
と
推
定
さ
れ
る
大

型
掘
立
柱
建
物
で
あ
る
。
奈
良
時
代
後
期
に
は
、
大
型
の
建
物
は
な
く
な
る
が

一
坪
占
地
は
踏
襲
さ
れ
、
人
角
形
の
井
戸
Ｓ
Ｅ
二
六
〇
〇
が
設
け
ら
れ
る
。

井
戸
Ｓ
Ｅ
二
六
Ｏ
Ｏ
は
、
直
径

一
・
五
ｍ
、　
一
辺
五
九

・
五
～
六
四

・
五
ｃｍ
、

現
状
で
深
さ

一
ｍ
ほ
ど
の
平
面
八
角
形
の
井
戸
で
あ
る
。
埠
を
入
角
形
に

一
段

並
べ
、
埠
の
上
に
木
枠
を
入
角
形
に
組
み
上
げ
て
い
る
。
木
枠
は
下
か
ら
三
段

目
ま
で
ほ
ぼ
完
存
、
四
段
目
が
三
辺

に
残

っ
て
い
た
。　
一
段
目
は
高
さ
二

五

・
五
帥
に
揃
え
て
い
る
が
、
二
段

目
以
上
は
不
揃
い
で
あ
る
。
板
の
厚

さ
は
約
六
帥
あ
る
。
井
戸
底
に
は
埠

が
隠
れ
る
高
さ
ま
で
小
砂
利
が
敷
き

詰
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
井
戸
の

周
囲
に
は
、　
一
辺
約
四

・
五
ｍ
の
範

囲
で
埠
敷
き
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
痕
跡
が
あ
る
。
井
戸
の
掘
削
時

(奈 良)

井戸 SE2600(西から)



2005年 出上の木簡

期
は
、
掘
形
埋
土
の
遺
物
か
ら
み
て
天
平
末
年
頃
で
、
奈
良
時
代
末
期
に
は
埋

め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
掘
形
内
の
井
戸
枠
に
接
す
る
位
置
か
ら
、

当
初
は
枠
板
の
各
辺
中
央
に
挿
し
立
て
て
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
細
棒

一
五
本
が

出
土
し
た
。
井
戸
設
置
時
の
祭
祀
に
関
わ
る
遺
物
で
あ
ろ
う
。

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
人
角
形
を
構
成
す
る
井
戸
枠
の
材
に
み
ら
れ
る
墨
書

で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

「劇ヨ
　
　
洲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

剛
□

碑

　

甚

さ

書

詳

□

□

＞

□

□

　

」

］
り
山
×
∞
∞
∞
×
∞
∞
　
　
ｏ
ｏ
Ｐ

文
字
の
大
き
さ
は
二
伽
角
ほ
ど
で
、
人
角
形
を
構
成
す
る
井
戸
枠
の
う
ち
、

東

一
段
目
の
外
面
下
部
左
寄
り
に
記
さ
れ
て
い
る
。
井
戸
の
祭
祀
に
関
わ
る
可

能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
が
、
文
意
の
取
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
同
じ

文
字
や
寿
を
共
有
す
る
文
字
が
現
わ
れ
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
習
書
で
あ
ろ
う
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『平
城
京
左
京
四
条
二
坊

一
坪
発
掘
調
査
報
告
』

（
一
九
八
四
年
）

同

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』

一
七

（
一
九
人
四
年
）（渡

辺
晃
宏
）

墨書部分 (拡大)




